
  

 

 

 

               

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 4 月 8 日版 

 

 特殊詐欺について 

〇デフリンピック 2025東京大会では北区が射撃の会場にもなるので、各国の選手や関係者を北区が受け入れ意

向を示して練習場など提供していくべき。また北区の小学生や中学生のデフリンピック観戦ツアーや区民対象の

手話・デフスポーツ講習会付きの観戦ツアーを実施すべき。 

〇北区は新年度から闇バイトを追体験できるプログラムを区内公立中学校で導入予定だが、新年度の実証を踏ま

えて、すべての生徒が受けられるよう早急に全校で実施すべき 

〇王子駅の高架下にある王子カルチャーロードギャラリーは人通りも多く、掲示されている作品は多くの方々の

目について励みになると思う。王子カルチャーロードのような場所を区内に増やしていくべきと考えるが。 

〇ネーミングライツについて北区経営改革プランでは、公衆・公園のトイレにネーミングライツの導入を検討す

ることになっているが、他自治体では体育施設などに導入している、北区としても、スポーツ施設やホールなど

に対象施設を広げてネーミングライツを導入していくべきでは。 

〇東十条の草月さんから東十条駅南口に上っていく坂（地蔵坂）の下の部分が盛り土になっている。そこを空洞

することによって橋の下を人が通るようにして人の往来、駅へのアクセスを便利にすべきと考えるが。 

北区議会予算委員会で提案した項目の一部です 

 

北区議会第一回定例議会が２月２１日から開催されました。原材料・エネルギーの上昇に

伴う物価高や建設コストの上昇、また社会保障費の増大など区政や区民の暮らしに大きな

影響が出てきています。そのような状況の中の新年度予算は、一般会計で５.７％増、 

１,９１７億円余となり、実質的に過去最大の予算規模になります。景気の動向が不透明で

ありますが、今後とも区民の皆さまの声をお伺いしながら、北区の発展と区民福祉の向上

に全力を尽くす所存です。ご指導、ご鞭撻よろしくお願いいたします。 

予算委員会の質疑の中で特殊詐欺対策について質問しました。まず被害状況で

すが、令和６年中の北区の特殊詐欺の件数は１２７件で対前年比３７件増、 

被害金額は４億７,０００万余で対前年比、約３倍になっています（速報値）。 

被害が増加している中、北区としても防犯カメラやカメラ付インターホン等の

防災機器の購入補助や自動通話録音機の貸出し、また７５歳以上となった世帯

へのダイレクトメールでの注意喚起を行うとともに、高齢者が集まる機会など

を利用し、警察官ＯＢの防犯推進員による防犯出前講座を実施しています。 

今後とも被害を増加させないため施策の拡充を図っていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒114-0001 北区東十条１－９－１－１０１ 
 
[TEL] ５９０２－０８７３  [FAX] 5902-0875 

北区少年少女サッカー大会！ 

今年も熱戦が繰り広げられました。 

北とぴあの改修工事について 

 

最近の活動あれこれ 

北とぴあの改修工事については、移転や全館休館を伴う大規模改修は行わず、今後、15年から 20年程度の 

継続した施設利用ができるよう、以下の視点により必要な機能回復改修を検討し、計画的に行っていきます。  

① 工事費の適正化 ② 全館休館は行わない「居ながら改修」による区民利用の継続 ③ 安全・安心な環境整備 

北海道清水町を視察。北区と

様々な分野で交流してます。

た。 

蛍光灯の製造・輸出入が 2027 年末までに段階的に廃止することが決定し、水銀を含有する蛍光灯を利用して

いる私道防犯灯の LED化促進が喫緊の課題となります。そこで北区では私道防犯灯を設置するための補助制度

を見直し、令和７年度から９年度までの３か年限定で、町会・自治会が管理する私道防犯灯の LED照明への新

設・改修する基数を大幅に拡大して整備します。 

「トップアスリートのまち・北区」を推進するため、北区、北区少年野球連盟、ヤクルト球団の三者において、

北区民のスポーツに関する分野における 「連携協力に関する基本協定」を締結しました。連携事業の一つとし

て、スワローズベースボールアカデミー北スクールを実施します。ヤクルトスワローズの元プロ野球選手等が 

４，５歳児、小学校１，２年生、小学校３，４年生、小学校５，６年生に分かれて野球スクールを開催します。 

朝の駅頭でのご挨拶 

定期的に実施しています。 

地域の餅つきに参加、つきたて

のお餅は美味しいです！ 

 赤羽駅東口周辺のまちづくりについて 

 ヤクルトスワローズ球団との連携 

子どもの居場所づくりを支援 

〇子ども食堂運営経費及び配食・宅食形式の運営経費に係る補助上限額を１団体当たり

５万円の引上げ。（現在北区で運営中の子ども食堂は２９団体あります） 

〇生活困窮・ひとり親世帯等への学習支援  

受講期間を 10か月から 12か月へと ２か月間延長し通年開催化します。一部の生徒が

集中する開催教室の定員を拡大し、受入定員を 250名から 270名に増大します。 

赤羽一丁目市街地再開発の第一地区は、令和 6年1月31日に

東京都知事より市街地再開発組合の設立が認可されました。ま

た、第二・第三地区の準備組合は事業化に向けて両地区が合併し、

中央地区として一体的なまちづくりの検討が進められています。

今後は「赤羽駅東口まちづくりガイドライン及びまちづくり整備

計画」の策定に取り組んでいきます。 

 私道防犯灯のＬＥＤ照明への新設・改修 

様々な状況にある子どもの居場所づくりを推進します 


